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1970年度総会および、春季研究発表会

1970年度総会および春季研究発表会は 6 月 2 日 3 日の 2 日間，東京新宿の東医健保会館において開催

された.

2 日の午前は恒例の総会が開かれ， 1969年度の事業報告と決算報告， 本年度の事業計画と予算案が審議承

認され，さらに本年度の評議員の選出が行なわれた.

続いて 2 日の午後より 3 日全日にわたって， 春季研究発表会が行なわれ， 特別講演 2 件，研究発表55件が

行なわれた.

さらに 4 日には見学会として，国鉄新幹線“みどりの窓口"と首都高速道路公団コントロールセンターを

訪れ，コンピュータによるオンライン・コントロール・システムの実際を見学した.
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1969年度事業報告

研究発表会

(1) 5 月 21 ， 22 日の両日，東医健保会館において， 1969年度総会および第25回研究発表会を開催した.

研究発表は総数43件，特別講演は 4 件であった.

さらに翌23 日はNHKの番組技術システムおよび放送センターを見学した.

(2) 10月 28， 29 日の両日，愛知県中小企業センターにおいて， 第26回研究発表会を開催した. 研究発表は

51件，特別講演は 3 件(特別テーマ「経営計画とコンピュータ」に関する研究発表 4 件〉で，特別テー

マのパネル・ディスカッション 1 件であった.

さらに翌30 日は犬山のモンキーセンターおよび明治村を見学した.

2. 刊行物

「経営科学」第12巻 3 ， 4 号ならびに13巻し 2 号を発行した. jORSj, VOL , 11 , i'Jo.3 , 4 , VOL. 

12, No.1 と index (VOL. 1-10) を発行した.

3. 国際協力

(1) 1 A 0 R (International Abstracts in Operations Research) 誌の発行に協力し， 1 A OR のため

の国内OR文献の抄録活動ならびに IAOR誌V0 L. 9 , i'J o. 1 - 6 の国内頒布を行なった.

(2) イタリア，ベニス市において開催された第 5 回国際OR会議 (5th International Conference on Opｭ

erational Research) に 18名の代表が参加し 5 件の研究発表を行なった.

(3) アジア生産機構の依頼により，研修生 R. S. Gupta 氏(インド〉にOR関係の講義を 3 日間実施し

た.

(4) 米国 RAND Corporation の Dr. Hoag の来日を機に 3 月 10 日早稲田大学大隅会館で夕食会を関

催した.

(5) 海外技術協力事業団の依頼によりL. M. Sukhatanker 氏(インド〉に日本における OR活動の紹介

を行なった.

4. 研究会活動
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64 1970年度総会および春季研究発表会

研究専門委員会では， 既設スケジューリング応用部会， 電力部会のほかに新たに PPBS 部会を設置，

さらに 8 部会を発足することに決定した.

5. 大西記念文献賞

大西記念文献賞選考委員会の推薦に基づき，理事会において受賞者を決定した.

6. 普及活動

(1) 刊行物委員会の主催で 8 月より毎月 l 回， 全会員よりランダム・サンプリングで選ばれた会員を招

き， rOR金曜サロン」と題する会合を聞き， 1 つのテーマについて話しあい，その記録を「経営科学」

に掲載した.

(2) 8 月 4 日米国ノースウェス夕、ノ大学の Radnor 博士による rOR on ORJ と題する講演会を， 日本

科学技術連盟と共催した.

(3) 11 月 17 日から 20 日まで開催された TEMPO (Technical Managemet Planning Organization) セミ

ナーに協賛し，本学会会員には参加費の面で、受講の便が計られた.

7. 学会の体制強化活動

学会活動を一層活発にするため各種の委員会をもうけた.

8. 事務所移転の件

会員各位の協力により事務所を 5 月 31 日現在の場所に移転した.

9. 支部活動

!北海道|東
運|支部総会
営|運蛍協議会
会
議

中レ
し

イ
イ 中国・四国|九 州部 関 西

5 回

特別講演会特別講演会研究発表会運営協議

1 回 1 回 1 回 1

グループ研究促

進 (6 グルー ~ 部 1 
8 回

プ) 広 島 2 

東北電力，東北 rOR on 

電気通信局等の ORJ 

講演会に参加 (M. Radnor) ¥ ( 

4 回 1 回

会!第 4 回支部総会

1 回

会
回
回

議
1
1

協
会
営
談
運
懇
会
回

研
究
会

回

回
4 回

講 |生産性道支部講

習 |習会を後援

会 I 3 時間X28回

回
1 回

回
兼
ー
を

ム
一
品

総部
〕
支
る
(
ね

講
演
会

出

回

催〕

OR九州I (部

報〉

版 4 ， 5 ， 6 号

ム
一
品

事幹
力
化
努
接
の
密
誘
の
勧
と
員
部
会
本

一

A
E

一
表
一
発
一
究
一
研
一
季
一
止
八

一
司
司
一
活
回

一

R
1

一

O

一
の
助

一
業
補

一
企
の

ー
一
|
ト
崎
明
円
|
)
|

一
リ
増
増

一
ト
の
割

一
報
ツ
究
員

5

一
情
ケ
チ
研
会
員

一
象
ご
託
助
会

一
気
マ
サ
受
賛
加
正
加

一
ト

1 地域大学におけ

6 回|る OR教育の実 l

状調査

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



ぬ70年度総会および春季研究発表会 65 

10. 会員の状況

穣 茸リ 通常会員 学生会負 童委功会員

1(10 校〉
1968年度末 1,208 90 

1969年度入会 116 37 10 

196容年度学生から移行 22 -22 

1古関王手浸透会 -45 -3  - 6 

196吉年度主主潔 一切 …6 
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借

科 目

賛 助 ぷ~ 費

入 会 金

~ 費

1970年度総会および春季研究発表会

1969年度収支計算書

方 貸

金 額 科

4, 245 ,000 干U 行
138, 500 大 会

3 ,344 ,480 編 集

自 1969年 4 月 1 日

至 1970年 3 月 31 日

方

目 金 額

費 2, 186 , 180 

費 978 ,169 

費 452, 924 

移転費引当金取崩し 458 , 354 ぷ~ メ口斗 費 262 ,524 

賞金基金取崩し 100,000 通 信 費 582 ,971 

特 別 え~ 費 159, 500 印 局1 費 547 ,023 

海 外 視 察 費 12, 188, 950 人 件 費 1,593 , 110 

I A 。 R 106,000 事 務 消 耗 品 費 180, 232 

雑 収 入 1, 177, 453 旅 費 交 通 費 323 , 765 

手 数 料 53 ,520 

部 会 費 60 ,000 

I F 。 R S 費 159 ,204 

支 部 費 430 , 000 

家 賃 1, 320, 000 

移 転 費 617 ,854 

大 西 賞 100, 000 

海 外 視 察 旅 費 11 , 237 , 924 

会 議 室 借 料 15, 000 

退職積立金繰入 89, 000 

雑 費 279, 762 
会 費 徴 収 不 能 518, 600 

言十 21 , 918, 237 言十 21 , 987, 762 

当 期 運 営 残 ム 69 ， 525

メ口"- 言十 21 , 918, 237 メ日込 E十 21 , 918, 237 

事務所移転決算資金報告書

1970年 3 月 31 日現在

収 入 の 部
11 

支出の部 (44年度支出〕

43年度収入 1, 590,000 賛助会員 46社 保証金
1, 000, 000 

工事費 35 , 230 間仕切工事
744, 500 通常・学生会員 339人 電話架設 45, 264 

44年度収入 90, 000 賛助会員 3 社 l 引越料 30, 000 
(会議トブノレ机椅

69, 500 通常会員 18人 備品費 407, 040 子， 黒プ板， 事務ダ
什 器 92, 340 アーレコ一一

雑 費 7, 980 

メ口斗 7十 I 2 ， 494 ， 0叩| 11 合 1 ， 617 ， 8町

残高 876， 146円 学会備品購入に充当(予算案参照)
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1970年度事業計画

1. 研究発表会

春秋 2 回開催し，春季は東京において総会をかねて行い， 秋季は大阪大学・経済学部において 11月 7.

8 , 9 日に開催する.特別テーマは検討中.

2. 刊行物

(1) r経営科学」を 5 回， jORSj を 6 回発行する.

(2) rpPBS とシステム分析」を刊行する.

(3) 学会誌の定期発行を促進し，広告を掲載する.

3. 国際協力

(1) IAOR に協力する.

(2) 1 FORS の第 2 回特別テーマ国際会議が1971年 4 月に開催されるので，代表派遣に協力する.

特別テーマは Cost-effectiveness である.

(3) 来日するOR専門家と接触の機会を密にする.

4. 研究会活動

既設のスケジューリング応用部会，電力部会， P PB S 部会の活動を引き続き推進するとともに， 必要

に応じ研究専門委員会のもとに適宜部会を設置する.なお当面は次の部会が活動をはじめる. 予測，組合

せ理論，システム，待ち行列， MI S ，信頼性，設備投資・取替計画の経済計算， LP.NLP ・ 1 L p. 

5. 日本OR学会大西記念文献賞

第 4 回大西記念文献賞の選考を行なう.

， 6. 受賞推薦

松永賞その他受賞候補者推薦に協力する.

7. 普及活動

講習会，講演会.OR金曜サロンその他の普及活動を適宜行なう.

8. 視察団の派遣

ORに関するテ{マ別の視察団を派遣する. 本年度は「企業会計情報システムをめぐる諸問題」その他

のテーマでも実施の予定.

'9. 他学協会等との交流

他学協会等との交流を積極的に進める.

10. 学会の体制強化

学会活動の一層の発展をはかるため当該委員会において学会の体制を検討し，強化をはかる.

1970年度予算

借 方 貸 方

科 日 予算額 科 目 予算額

賛 助 ム:;0; 費 7, 600 , 000 干リ 行 費 3, 756 , 000 

入 会 金 165, 000 大 ぷ~ 費 1, 176 , 000 

ぷ~ 費 4, 362, 000 編 集 費 755 , 000 

I A 。 R 費 104, 000 ~ メロ'" 費 291 , 000 

大西賞取崩し基金 100, 000 通 信 費 593, 000 

雑 収 入 880, 000 電 信 電 話 料 150, 000 

未 収 金 558 , 900 印 刷 費| 656 , 000 

過 年 度 未 収 金 136 , 800 事 務 消 耗 ロロ日 費 216 , 000 

移転費引当金取崩し 876, 146 人 件 費 3, 169 , 000 

前 年 度 繰 越 3, 457 , 459 l 旅 費 交 通 費 567, 000 

l 手 数 料 65 , 000 
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借 方 貸 方

科 目 予算額 科 目 予算額

' |支 部 費 554, 000 

~ 恥 費 530, 000 

際 協 力 費 456 , 000 

西 費 200, 000 

人 化 手 続 費 100, 000 

特 )J1j 委 員 会 費 400, 000 

家 賃 1, 440, 000 

退 職 ヲ l 当 金 247, 000 

~ 議 室 借 料 30, 000 

1 F 0 R S 報告書 300, 000 

普及活動費 170, 000 

備品費 976 , 146 

雑費 300, 000 

小計 17, 097, 146 

|予備費 1, 143, 159 

i日込 18, 240 , 305 ! �. 口 18, 240 , 305 

海外視察団派遣 収入予定 支出予定

企業会計情報シス

Cost-effectiveness 叩叫000 I 14, 250, 000 

31 , 500, 000 I 31 , 500, 000 

PPBS とシステム分析| 36, 000 

計 36, 000 

メ日斗 言十 川町00 I 31 , 536, 000 

1970年度役員名簿

役 名 氏 名 勤 務 先

会 長 林 宏 治 日 本 電 気

副 会 長 後 藤 正 夫 大 分 大

11 古 瀬 大 ーノ』、 樽 商 大
，γ 関 和 文 旭ーシャイ :/ 

ノア 宮 沢 光 一 東 大

11 森 口 繁 一 東 大

11 山 口 英 治 イ言 越 化 Aτ1:-

11 横 山 保 大 阪 大

常 務 理 事 (庶務〕 小笠原 暁 神 戸 商 大

11 小田部 斉 東 燃

11 原 野 秀 永 東 芝
11 (刊行物〉 森 口 繁 一 東 大
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役 名 氏 名 動 務 先

11 (会計〉 矢 部 真 国 鉄
M (渉外) 松 田 武 彦 東 工 大
11 (財務) 武 田 行 松 日 本 電 気

理 事 青 沼 英 生 電 々 Fι、=、i 社

ノF 河 キヲ 知 男 慶 応 大

/ノ 山高 回 正
一

日 立 中 研

11 竹 原 清 医量 道 路 Jム~、 団

ノr 多 田 和 夫 高 崎 経 大

11 徳 森 喬 防 衛 庁
11 納 谷 嘉 信 通 産 省、

11 西 野 =にb3 次 早 大
H 飛 田 武 幸 名 大

ノF 堀 JII 映 一 九 工 大一

11 前 回 活 郎 成 援 大
グ 松 国 正 一 早 大
11 松 富 武 雄 近 畿 大
11 御園生 善 尚 東 北 大
〆F 森 村 英 典 東 工 大

監 事 藤 森 謙 ー 清 水 建 設
ノr 湯 JII 音程 一 帝都高速度交通営団

一

1970年度評議員名簿

氏 名 勤 務 先
11 

氏 名 勤 務 先

青沼 竜雄 神 戸 商 義次 電 々 f品\a、 社

育沼 英生 電 k ノ品、主、白 正 大 阪 大

青山 博次郎 統 数 猛 閤 鉄

秋葉 博 神 戸 商 大加瀬 括返 男 大 阪 府 立 大

朝尾 正 国 辺 製 薬加藤 二郎 秋 回 大

浅野 長一郎 塩 野 義 製 薬柏井 澄夫 防 衛 庁

石川 馨 東 大 春日井 博 早 右官 国 大

一条 幸夫 国 鉄 門 111 清美 近 畿 大

出居 茂 早 大 生 研 金松 正世 日 大

井上文左衛門 住 友 コ. ム 工 業! 茅野 健 松 下 電 号号

井上 洋一 国 際 電 々 唐津 一 松 下 通 信 工 業

今居 謹吾 一
菱 電 機 河越 康全 防 衛 庁

今川 貞郎 富 土 通 河村 知男 慶 大

今村 和男 防 衛 大 |jl| 瀬 武志 慶 大

植木 繁 古 河 電 幸三郎 東 亜 燃 料

内山 辰丙 九 v'li 機 械 工 善市 岩 崎 通 信 機

海辺 不二雄 東 京 芝 浦 電 庸平 東 大

卜部 舜ー 千 葉 工 大国沢 清典 東 工 大

小笠原 暁 神 戸 商 大木暮 正夫 東 工 大

小四部 斉 東 亜 燃 料古瀬 大六 櫓 商 大

小河原 正己 東 京 女 子 大|小平 潔 第一建築サーピス

大沢 豊 大 阪 大小林 宏治 日 本 電 気

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



70 1970年度総会および春季研究発表会

氏 名 動 務 先
11 

氏 名 勤 務 先

小林 竜一 立 太|服部 寛
一

菱 電

l 河辺 旨 国 達原野 秀永 東 京 芝 浦 電 気

後藤 壮介 東 北 電 力平井 滋二 四 国 電 力

米谷 栄二 京 大 飛田 武幸|名 古 屋 大

権藤 ヌじ 中 国 電 力 疋田 遼太郎豊 田 中 央 研

i 近藤 次郎 東 大 福田 治郎 岐 阜 大

[佐久間 孝 電 力 中 研 藤沢 武久 電 通 大

|佐々木 英治 字 官官 輿 産 藤森 謙一清 7]( 建 設

佐々木 恒 計 量 E十 画 研 堀川 映二|九 州 工 大

佐々木 綱 i 京 大 本多 波雄 東 ;Jl 大

佐々木 正文 防 衛 大 本間 鶴千代 電 通 大

佐治 信男 電 々 公 ネ士 真壁 肇 東 工 大

斉藤 嘉博 N H K 前島 健治 。翁 ま る ま ん

坂口 実 大 阪 大 前田 活郎 成 援 大

司馬 正次 北 大 牧野 都治 統 数 研

柴田 隆史 広 島 大 松島 康夫 電 ノを /ふ丈a、i 社

嶋田 正三 日 立 中 研 松田 正一 早 大 生 研

白尾 恒吉 名 古 屋 大 松田 武彦 東 工 大

白根 礼吉 電 々 J、J、i 社 松富 武雄 近 畿 大

新宮 哲郎 広 島 大 松村 茂行 新 日 本 製 鉄

菅波 三郎 宏文 東 大

関 和文 旭ーシャイン工業三上 操 九 ナ1'1 大

関 英男 電 通 大三根 久 京 大

千住 鎮雄 慶 大 御園生 善尚 東 北 大

相馬 雄二 中 村 屋 南川 利雄 早 大

多国 和夫 高 崎 経 済 大 南沢 宣郎 小野田 セ メ 二/ ト

田原 保二 日本構造橋梁研 南 俊治 阪神高速道路公団

高橋 磐郎 早 大 生 研 宮沢 光一 東 大

高橋 浩一郎 気 象 庁 宮下 藤太郎 東 大

高松 俊朗 大 阪 大 村上 永一 日 本 道 路 J丈J、B 団

高見 貞二郎 日 本 道 路 J、2、i 団 村手 光彦 名 鉄

武田 行松 日 本 電 気 i 村中 聖 運 輸 調 査 局

武田 文夫 日 本 道 路 /j;:;、 団 本告 光男 中 部 電 力

竹内 清 樽 商 大 !森 寿五郎 阪神高速道路公団

竹内 啓 東 大 |森口 繁一 東 大

竹原 清隆 日 本 道 路 Jι:::、 団 森村 英典 東 工 大

谷口 和雄 日 本 建 鉄 矢矧 晴一郎 ボストンコンサルタント

津村 善郎 東 京 理 科 大 矢部 真 国 鉄

万根 薫 慶 大 八巻 直射 三菱ティー・アール・ダブリュ

戸田 一夫 北 海 道 電 力 (柳井 浩 慶 大

戸山 一雄 日 本 道 路 /j;:; 団 !山口 英治 越 化 寸主主t.

徳森 喬 防 衛 庁 |山口 嚢 東 尽 芝 浦 電 気

中村 慶一 建 設 省 山本 純恭 広 島 大

納谷 嘉信 通 産 省 湯川 龍二 帝都高速度交通蛍団

鍋島 一郎 電 通 大 依田 浩 名 工 大

十西木 俊彦 新 日 本 製 鉄 満 電 ノを /ι久a、 社

西田 俊夫 大 阪 大 横山 勝義 汽 車 製 造

西野 吉次 早 大 生 研 横山 保 大 阪 大

野瀬 正儀 関 西 電 力 吉山 博吉 日 立 製 作 所
~ 
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大

先務

北

動

東浩

名氏

辺引|渡
先

電

務

国

勤

喜一中
名氏

辺
辺

渡

1 渡

1970 年春季研究発表会プログラム2. 

(※印発表者〉

千旬

肇

生

三※

昇

功保

甲子雄※

幸雄

久

久※勝

秋
恵

崎
藤
崎
井
橋
根
野

※
 

博
稔
彦

英
慶
秀
幸

尾佐竹

江藤

関

山

安

松

松

高

大

春日井

常田

真田

手塚

宮原

宝川

東大

日立中研

国鉄

国鉄技研

講演題目

特別講演情報ネットワークの構成

投資選択均衡論による産業予測モデル

山手線の運行シミュレーション

発表番号

1, 1- 1 

1,1- 2 

1, 1- 3 

11 

日本アイ・ピー・エム

防衛大

東工大

京都大

非線形系に関する予測法

フロー期待値の最大な通信網の構成法

受付けゲートのある待ち行列

On Traffic Light Queues 

1, 1- 4 

1,1- 5 

1, 1- 6 

1,1- 7 

11 

エレベータ交通等におけるある種の非ポアッソン到着

モデルについて

1, 1- 8 

大

11 

早

大阪

11 

大QUEUEING NETWORK について(数値的解法)1, 1- 9 

※
 

夫
司

洋

郎

治

郎

之※

郎

木

力※

俊郎

八十五

国土

誠道

洋之

俊

俊
都
治
正
治
立

彦木

尾
松
野
田
井
田
松
山
田
田
辺
木
久

茨

村
高
牧
福
松
福
乗
秋
島
安
田
鈴
成

11 

11 

電通研

大阪大

統数研

岐阜大

広島大

岐阜大

目立電子

MfGf2 Discrete Time Queue に関する一考察

(その 2)

Batch departure queues with concentrated service 

ある種の待ち在庫模型(2)

コンペヤ系の待ち行列による解析(1)

1, 1-10 

1, 1-11 

1, 1ー12

1, 1-13 

コンベヤ系の待ち行列による解析 (ll)

ミニコンピュータのORへの適用

1 ， 1ー14

1, 1-15 
11 

明治大

東工大

統数研

国鉄技研

陸上自衛隊

京 大都

私立大学の Industrial Dynamics Model 

大規模市場ゲームのコア

非線形計画問題のー解法

一般変数の整数計画法に対する一方法

(0 ー 1 )変数計画問題に対する分解原理について

Complementary Programming 問題における

Cutting Plane 法

CREATION-A Program For CREw allocATION 

1, 1-16 

1, 2- 1 

1,2- 2 

1, 2- 3 

1, 2- 4 

1, 2- 5 

1,2- 6 
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John Loo※ 

B. T. O'Donald 

1. R. Whiteman 

Eastern Air Lines, Inc. 
目題演講発表番号

忠栖栗大

6
t
 n

 
a
 

山
阪

ea n
 

o
 

'
C

大

'
h
 

φ
t
 n

 
e
 

m
 

e
 

g
e
 

a
 

n
 

a
 

M
 

時間遅れのある順序づけ問題

Scheduling Problem under Limited Resources 

with Divisible Activities 

1,2- 7 

1,2- 8 

※
 

広
攻

和川
名

士
ロ
春

大都

11 

京

ネットワークのベクトル表示とそのラインバランス問

題への応用

1,2- 9 

昭
…
修
喜

※
※
 

子
昭
二
孜
耕
博

鶴千

正

雄※永
渦
辻

譲

己

沢
橋
家
田
野
村

小河原

梅
高
山
山
狩
新

須
浜
近

九州大

新日本製鉄

機械試験所

機械試験所

巡回セールスマン問題のシミュレーション

車の追越しによる時間短縮と危険度のシミュレーション

(交通信号がランダム，優先式，混合式オフセット

の場合)

1, 2-10 

1,2-11 

11 

中央大

大阪大

松下精工

鉄道における平面交差の支障時間について(2)

ASSOR TMENT PROBLEM についての一考察

1,2-12 

1,2-13 

東京女子大

定常時系列における F ロス相関係数の分散・共分散に

ついて

最適在庫過程の解析的数値的研究ーVー

一一期間に関しての平均費用一一

1,2-14 

2, 1- 1 

男※

子

※
※
※
 

男
夫
茂
雄
郎
元
夫
郎

一
一
一

哲
吉

敏
茂

敏
丈
勝
慶
次

小田中

丸山

小田中

古屋

沢木

飯原

近藤

権藤

住山

徳本

都立工業短大

慶大

ダイナミック・プログラミゾグと予測における N.

Wiener の RMS 誤差基準について

2,1- 2 

都立工業短大

コンピュータシステム

南山大

グ

動的経済発注量模型の拡張

予測と対策

需要想定システムの開発(第 1 報〕

2, 1- 3 

東大

中国電力

2,1- 4 

2,1- 5 

夫※

勝

準

司

彦

晴※

彦

平※

男

勝

浩之

八十五

文

博
武
光
武
文
敏

武田

金子

市川

三重野

松田

関

松

山

北

官

立

安

11 

11 

インターチェンジ候補地周辺の工業開発ポテンシャル

の測定

2,1- 6 

道路公団

口
回
回
川
嶋
田
田

計:量計:匝n研

東京理科大

東工大

一般システムに関する一考察

目標形成過程の研究(1)

2， 1ー 7

2,1- 8 

11 

大

九州大

構造計画研

モーピル石油

東工大

工東多階層システムにおける目標統制と資源統制j

特別講演科学計画への道

投資要因の意志決定実験による分析

多変数システム干渉強度尺度に関する研究

不確実性下での資産選択について

2,1- 9 

2,1-10 

2, 1-11 

2,1-12 

2, 1-13 
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講

ある捜索モデル

A Two-Unit Standby Redundant System with 

Standby Failure 

目題演発表番号

2, 1-14 

2,2- 1 

※
 
治
夫

俊
車

俊
俊
明

※
※
 

治
夫
彦
浩
豊

崎
川

崎
田
原
井
藤

尾

中

尾
西
田
柳
加

大
大

大
大

島

城

島
阪

広

名

広
大

A Two-Unit Standby Redundant System with 

Repair and Preventive Maintenance 

完全な再生をしない装置の耳元替モデル

2,2- 2 

11 

2,2- 3 

大応

ノF

慶取替問題に関する一考察

Optimum Preventive Maintenance Policies for a 

One-Unit System 

2,2- 4 

2,3- 5 

※
 
夫
治

車
俊
俊

川
崎
部

中
尾
河

名城大

広島大

国鉄技研再生過程における信頼性データの解析

First-Passage Distribution to a Total System 

Failure of an n-Redundant System with 

2,2- 6 

2 ， 2ー 7

城名One Repairman 

2 つのユニットから成る冗長システムの信頼性について

夫車JfI 中大

2,2- 8 

正

裕

俊治

武雄

兵二郎※

藷太郎

久

雄※

道

憲

康※

ゴョ
仁コ

谷

玉

口

崎
富
原
鍋
根
畑

尾
松
桑
真
三
田

児
出

大阪大

東亜合成化学

大
大

島

幾

広

近

Reliability Analysis of a One-Unit System When 

It is Used Intermittent1y 

正則基本行列の故障モデルへの応用

2 , 2- 9 

大
大

11 

工

都

名

京

逐次受注選択の問題一一ある多段階決定問題一

A Note on Markov Decision Problem 

2,2-10 

2,2-11 

2,2-12 

芝

11 

東

修理のあるシステムの信頼性解析一一セミ・マルコフ

過程の応用一一

特別講演 2 件研究発表55件 計57件

2,2-13 

1970年春季研究発表会報告3. 

以上

のは 91'牛，この分野での研究発表は相変らず多い.

「受付けゲートのある待ち行列J (東工大 高橋幸

堆)は，このシステムに到着した客が，すぐに窓口

の前の行列に入ることができず，それ以前の“受付

けゲート"で待たされるというモデルの解析を扱っ

ている. íエレベータ交通等におけるある種の非ポ

アッソン到着モデルJ (早大春日井博，常回稔)は，

昨年の春季発表会で小池氏等によって提案された複

合ポアッソン過程の一種である input process の性

質について報告しそれをシミュレーションによっ

S 月 2 日第 1 会場

午前中に特別講演，午後研究発表15件が行なわれ

た.特別講演は「情報ネットワーグの構成J と題し

て，尾佐竹千旬教授(東大〉より，最近特に問題とな

ってきたデータ通信の全国ネットワークを中心に興

味ある講演がなされた.計算機とネットワークの結

合は，システム設計上での多くの技術的諸問題を引

きおこしており， ORの立場からも今後重要な研究

課題であることを痛感させられた.

午後15件の研究発表のうち，待ち行列に関するも
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て検討している.前回にも指摘されたように，この

分布を特にあてはめる積極的理由というような点に

ついても今後の検討が望まれる.大阪大の宝川氏ら

はI"Queueing ì\etwork について」において，

Network 型の待ち合せ系に適当な条件を入れて，

各段が独立に取設えるモデノレを構成し，その解析法

を検討している.

queueing 以外のテーマでは， 1"山手線の運行、ンミ

ュレーション J (国鉄関秋生)において，国電走

行シミュレーションの結果が発表された.現状のま

までは 2 分の遅れが 2 本の電車の運休につながって

いるのが，適切な指令にもとづく時間調整により，

容易に回復できるとのこと.毎日国電を利用してい

るものとして， この結果を是非生かしてほしいもの

である. 1"私立大学のインダストリアノレ・ダイナミ

ックス・モデルJ (明治大 島田俊郎〕は，ー私立

大学の研究，教育，管理面の各種の変数の経年変化

を IDモデルによりシミュレートしたものである.

IDの応用としてだけでなく，もっと広くシステム

をOR的にとらえていくという点からも非常に興味

深かった.

6 月 2 日第 2 会場

第 1 会場での特別講演のあとをうけて，数理計画

法，スケジューリング，シミュレーションの実施例

などを中心に 11(牛の研究発表が行なわれた.

「非線型計画問題のー解法J (統計数理研究所 田

辺国士)は，等式も含む非線型制約の下で、の最適化

問題に対し Continuous Gradient Pro jection 法と

でもいうべき解法を提案している.臼的関数の gra・

dient が制約誤域への接空間に下した射影によって

形成される微分方程式を Runge-Kutta 法によって

解く点に特徴がある. iCOー1) 変数計画問題に対す

る分解原理についてJ CI~主上自衛隊成久洋之)は，

angular form (これを重み分布構造と呼んでいる〉

をもっ制約条件での 0-1 変数計画を lagrange 乗

数法を用いて解いている.この場合の乗数をどう決

めるかが問題となろう・iComplementary Program. 

mmg 問題における Cutting Plane 法J (京大

茨木俊彦) ~1 ， 前回の報告で提案された CP問題

(Xp , Xq=O , (P ， q) εC の制約を含むもの〉に対し

cutting plane 法の適用を試みている.この場合カ

ットの選び方が問題となるが，そのための計算アル

ゴリズムを与えている.

はるばるアメリカから来日したイースタン航空の

乱1r. Loo が“CREATION~-A Program for 

CREw allocA TION" について報告したが，日本

OR学会もこれから国際色豊かになっていく前兆と

して注目される.言葉の上の制約はあるが，スライ

ド使用でカバーし，かなり多勢の人が聴いていた.

「時間遅れのある順序づけ問題J (阪大栗栖忠〕

は Mitten によって提案された時間遅れのある

FLOW SHOP 型のモデルを機械 3 台の場合に拡

張した.いわゆる Johnsom 規則において機械台数

を 2 から 3 へ拡張した場合と類似した関係が持ち込

まれている. i車の追越しによる時間短縮と危険度

のシミュレーション J (機械試験所梅沢千鶴子他)

はまさに社会の要請というべき問題であり，モデノレ

の検討など今後の研究の展開を期待したい. i定常

時系列におけるクロス相関係数の分散・共分散につ

いてJ (東京女子大小河原正己)では Bartlett の

近似式を基礎として，定常確率過程のクロス相関係

数の共分散を求める近似式を与えてし、る.

6 月 3 日第 1 会場

特別講演 1 件，研究発表12件が行なわれた.特別

講演「科学計画への道」は，九州大学の北川敏男教

授が日本学術会議の議員として中心的役割を果たさ

れた日本の科学計画を作成するプロジェグトの経過

.成果・その中の問題点などについて説明された.

われわれが日常考えている問題よりひとまわりスケ

ールの大きい問題にも ORの関心を向けるべきでは

ないだろうか.

研究発表は在庫管理，システム論などに関係する

発表が集められていた. 1"最適在庫過程の解析的数

値的研究VJ (都立工業短大小田中敏男他)は，

(s , S) 政策の誤差の期待費用に及ぼす影響を評価

し，保守的政策，楽観的政策，あるいはその中間的

政策などを考えて，それらの安定性を論じようとし

ている. r動的経済発注量模型の拡張J (南山大学

沢木勝茂他)は，需要の backlog を認め， 限界生

産費用が毎期変動する dynamic economic lot size 

model について考察している.同様な問題を取り

扱った Zangwill より変数の数が 1 つ減らされて

おり，限界生産費を時間の関数とした場合の最適政

策探索の domain をシボることのできる定理を示

した. i需要想定システムの開発(第 l 報)J (中国

電力 権藤元他)は，需要想定業務にしばしば使用

するマグロ命令群を主体にしたプログラム・システ

ムの紹介である. rインターチェンジ候補地周辺の

工業開発ポテンシャルの測定J (道路公団 武田文

夫他〕は，東北縦貫自動車道のイ γ ターチェンジ設
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置場所を決定するための case study であって，工

業開発ポテンシャルの評価，その20年間の経時変化

のシミュレーションによる予測などによっている。

「目標形成過程の研究(1)j (東工大 関口光晴他〕

は組織構成員の日標水準に関する行動科学的モデル

を検討している. a) 主観的認識にもとづく方法，

b) 微分方程式による行動モデルについて実験によ

る検討を行なっている.実験データで、は，過去より

も現在の l育識に重きをおいて行動する傾向を示して

いる.この研究のような，人聞をOR的に把揮しよ

うとする研究方向は，興味ある今後のテーマであろ

う.

6 月 3 日第 2 会場

13件の研究発表が行なわれたが，午前中 9 件の発

表はすべて，信頼性，取替問題に関するものであっ

た.そのうち，尾崎俊治氏(広島大)，中川草氏(名

城大〉の研究が，共同，単独をあわせて 5 件におよ

んでいる.両氏の精力的な研究には敬意、を表する.

その 5 件は， 1待機中のユニットの故障を考慮し

た 2 ユニット待機完長システムの信頼度解析J (今

まで指数分布で扱っていたものを， renewal 的な

考えを導入することによって，一般分布で解析)，

12 ユニット冗長システムに予防保全を考慮したモ

テソレについての解析j(マノレコフ再生過程を用いるこ

とによる解析の単純化)， 11 ユニットシステムの最

適予防保全政策について j (今までより一般的な仮

定のもとで)， 11 人の修理工がいる n 冗長システム

の total system failure までの first passage disｭ

tributionj , 1間欠的に使用する 1 ユニットシステム

についての信頼度解析」である.そして多くは，尾

崎氏得意のシグナノレフローグラフを作って，そのプ

ランチゲインから，システムゲインを求めるという

研究発表会風景

手法を用いて解析がなされている.

「完全な再生をしない装置の取替モデル(大阪大

西田俊夫，田原明彦〕は，完全に再生をするモデル

に較べて，あまり研究がなされていない分野である.

“修理"という実際的な操作を考えるとき， 修理後

の故障分布が完全に再生した場合と同じであると考

えるのは必ずしも現実的で、ない.このような型のモ

デルが一層研究されることを望みたい.

「取替問題に関する一考察j (慶応大柳井浩，

加藤豊)は，多くの部品があり，故障の都度新品と

取り替えるモデルについて，そのシステムの取替密

度が，はじめは大きくパラつくことを指摘し，その

バラつきをなくすためにはどうしたらよし、かについ

て論じている.結論としては，初期故障をとり除く

ということが， よい方策として考えられるが，発表

者も述べているように，経済性，現実性などを考意

した今後の研究を待ちたい. 1再生過程における信

頼性データの解析J (鉄道技研 阿部俊一〕は，現

場の field data から故障の特性をつかまえるとい

う興味ある問題を取り扱っている.

「逐次受注選択の問題J (名工大 真鍋淀太郎)

は，個別受注生産型の工場で有利な注文を逐次的に

選び出してし、く問題を取り扱っ℃いる.これはいわ

ゆる“りんご拾いの問題" (N個流れてくるりんご

の中から番大きいりんごを 1 つだけ拾う時の最

も有利な決定規則は?)において拾うりんごを k 個

に張拡したものである.この際の決定規則をDPに

よって解析している.

その他の多くの研究発表については，紙面の都合

と記者の非力のために，割愛させていただくことに

する.なおこの報告は，有本，古林，高橋，前島の

諸氏の記録を山本が整理したものである.

(山本正明)

懇親会風景
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4. 見 .ｭ
チ・ 記

1970年 6 月 4 日，研究発表会恒例の見学会は，国 ーで参加できなかった方達が見受けられたようであ

鉄新幹線“みどりの窓口"と，首都高速道路公団コ る.

ントロールセンターで行なわれた.OR学会も情報 現在の首都高速道路の路線を当日の資料から御紹

化社会の中核として，年々隆盛であることは学会員 介したものが，図 1 である.

の一人として喜ばしいかぎりだが，本日の見学会も， ループコイル式の車両感知器が88台，交通監視用

学会の拡大を象徴してグループではおさまりき ITVが 8 カ所15台，非常電話 266台が， コントロ

れず 2 グループに分かれて行なわれた.それでも ールセンターに直結されている.そのほかにハイウ

なお，見学会に参加を希望されながら，定員オーバ ェイでの犯罪にそなえて警察用の特別通信設備があ

交通管制機器配置図(昭46年度までに設置きれるもの)但し E期線は省略する

凡Æ9'J

0 車輪感知窓tiJ聖位霊
_ r可哀侍獄

工、 T. V 

図 1 (首都高速道路公団

資料より転載〉
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MARS-201磁;託ディスク室

セ事ン務タ室一 MARS-I03・104磁気ドラム室

。 中央販売センタ一事務室 MARS-I02 ・ 1ω統計処埋室

。 中央販売センター MARS-I03 ・ 104 ・ 201装置室

通信事務区室 監視室・ MARS-I02装置室 MARS-I03 ・ 104".201操作室

。 電信交換機室 MARS-I02磁気富十全ドι ラム室
MARS-I04統理室

イシ MARS-IOl装置室 MARS-I03 ・ 201電源室

通 路 秋葉原通信区 通 路

MARS-I02 ・ 104電源室 MARS-I03 ・ 104 ・ 201エンヂン室

るとのことであったが，これは筆者の人相がよくな

かったためか，あまりくわしい説明はなかった.人

相に自信のある向きは直接お問い合わせいただきた

L 、.

車両感知器によって取った，交通量，速度，オキ

ュバンシーはセンターの ICD507 (32K) に直接イ

ンプットされ，交通状況を計算して， リアルタイム

に表示を行なっている.将来は交通状況表示盤を設

置して，各地点の交通状況を一括して表示すること

になっているが，現在は実物大の模型が設置してあ

る.

このような状況をドライバーに知らせるためには

可変標識が利用されている.入口にあるものは渋滞

個所を示して， ドライパーに進路をきめる時の参考

にしてもらうもの.本線内の分岐部にあるものは，

不通個所を示して，迂回の案内を行なうもの.出口

の分岐部にあるものは，渋滞個所まで進まないで，

途中で流出できるように案内するものである.

説明の途中で， ミニスカートのお嬢さんがチラチ

ラするので，気にしていたら，最後に説明があり，

交通情報をラジオに流す美声の主でありました.

77 

次にまわったのが国鉄の秋葉原通信区.おなじみ

の“みどりの窓口"の元締めである.座席予約装置

は昭和34年の MARS-l の稼働ととにもはじまった

わけだが，現在，ここに設置されているのは， MA  

RSI02, 265列車， 484座席; MARSI03, 336列車，

1864 座席; MARS 104, 578列車， 1614 座席 M

AA201 , 1741列車， 3554座席;合計， 2920列車，

750 ， 692座席にのぼる. これをまかなう端局の数は

全国で1101台.そのためセンタ{も図 2 のように地

下 l 階から 8 階まで，全階これ電子計算機といった

形で，大げさに言えば，建物の中に電子計算機が入

っているというよりは，電子計算機の聞に床と天井

がはさまっているといった感がする.中央装置は主

系と従系に分かれた完全二重方式で， ファイルまで

二重化されている.ともかく 1 フロア全て CPU と

かフロア全てドラムの林というのは壮観であ

る. 1 日の最高呼数は44年 8 月 11 日の 587 ， 019 コー

ル，最高発売枚数は44年 4 月 26 日の 413 ， 428 枚のよ

しだが，本年は万博の年でもあり，この記録が更新

されるのは間違いないことと思われる. (原 亨〉
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図 2 (日固有鉄道資料より転載〉
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